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太
陽
光
・
風
力

地
域
力
は
田
舎
力

Column

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
②

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

ロ
ン
ド
ン
か
ら
30
㌔
㍍
、

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
か
ら
10
㌔

㍍
の
テ
ム
ズ
河
畔
に
あ
る
広

大
な
緑
地
の
ラ
ニ
ー
ミ
ー
ド

は
、
１
２
１
５
年
に
マ
グ

ナ
・
カ
ル
タ
が
調
印
さ
れ
た

地
で
あ
る
。
１
９
９
４
年

秋
、
そ
の
地
を
見
下
ろ
す
高

台
に
あ
る
ブ
ル
ネ
ル
大
学
の

寄
宿
寮
で
半
年
過
ご
し
た
。

そ
の
後
、
勤
務
先
の
大
学
の

駅
前
に
あ
っ
た
居
宅
か
ら
、

電
車
で
１
時
間
の
千
葉
県
の

太
平
洋
側
、
外
房
に
引
越

し
、
20
年
に
な
る
。
自
然
の

な
か
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

私
が
考
え
る
田
舎
の
魅
力

を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
自

然
、
第
二
に
天
空
率
、
第
三

に
静
寂
、
第
四
に
人
間
味
で

あ
る
。
自
然
の
魅
力
は
、
山

里
・
川
里
・
海
里
の
風
景
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
が
産
み

出
す
食
材
の
新
鮮
さ
や
旬
の

味
わ
い
が
大
き
い
。
天
空
率

は
、
文
字
通
り
地
か
ら
空
を

一
望
で
き
る
開
放
感
や
自
由

さ
で
あ
る
。
静
寂
感
は
、
夜

の
静
か
さ
の
ほ
か
、
星
空
の

美
し
さ
と
神
秘
さ
が
あ
る
。

自
然
の
中
の
人
間
と
し
て
の

存
在
感
や
顔
見
知
り
の
安
心

感
も
あ
る
。

東
京
の
夜
景
を
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
遊
覧
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
人
工
の
光
の
輝
き
は

確
か
に
百
万
ド
ル
の
夜
景
で

は
あ
る
が
、
月
や
星
々
の
演

出
と
は
異
な
る
。
人
工
の
空

間
に
対
し
、
田
舎
の
夜
景
は

自
然
が
つ
く
っ
た
ア
ノ
ニ
マ

ス
（
無
名
性
、
無
作
家
性
）

と
も
い
え
る
。

さ
て
田
舎
に
は
、
水
力
や

風
力
、
そ
し
て
太
陽
光
や
太

で
あ
り
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
も
呼
ば
れ
る
。

私
の
所
属
す
る
洸
楓
座
は

自
然
エ
ネ
ギ
ー
利
用
を
推
進

す
る
団
体
で
、「
洸
」
の
さ

ん
ず
い
が
水
力
を
、
光
が
太

陽
光
を
、「
楓
」
の
き
へ
ん

が
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
風
が
風

力
を
、「
座
」
の
土
が
地
熱

を
、
意
味
づ
け
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
言
わ

れ
る
も
の
で
も
あ
り
、
土
地

柄
が
現
れ
る
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

が
低
い
と
言
わ
れ
、
ま
た
天

気
に
作
用
さ
れ
る
な
ど
、
短

所
で
あ
る
と
指
摘
す
る
人
も

多
い
が
、
長
所
で
あ
る
と
も

い
え
る
。
そ
れ
は
安
全
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
賦
存
量

（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
が
極
め
て

大
き
い
か
ら
で
も
あ
る
。
い

ま
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

提
案
と
し
て
は
、
そ
の
利

用
に
際
し
て
、
あ
ま
り
効

率
、
効
率
と
は
言
わ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
効
率
は
出
力

／
入
力
の
割
り
算
が
与
え
る

値
で
あ
る
が
、
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
分
母
の
入
力
の

賦
存
量
は
莫
大
で
あ
り
、
こ

の
割
り
算
は
ゼ
ロ
と
な
り
、

意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
分
子
の
出
力
を
取
り
出

す
努
力
を
す
る
方
が
い
い
。

そ
れ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
適
用
し
、
利
用
す
る
こ
と

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。

千
葉
県
で
昨
年
、
昭
和
初

期
か
ら
昭
和
35
年
ま
で
稼
働

し
、
そ
の
後
眠
っ
て
い
た
そ

の
施
設
の
上
池
、
下
池
を
利

用
し
、
今
日
的
な
小
水
力
発

電
所
に
再
生
さ
せ
た
例
が
あ

る
。
最
大
出
力
１
３
０
㌔
㍗

の
面
白
峡
発
電
所
（
千
葉
県

大
多
喜
町
）
で
あ
る
。
こ
こ

は
、
養
老
川
と
い
う
渓
流
の

温
泉
地
で
も
あ
る
。
こ
の
地

域
は
、
未
整
備
の
森
林
も
多

い
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め

る
地
域
に
、
洸
楓
座
が
関
わ

り
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。田

舎
は
、
い
ま
こ
そ
豊
富

な
資
源
が
眠
る
自
立
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
あ
る

と
言
え
る
。
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
文
字
通
り
、
「
地
域

力
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
田

舎
の
持
つ
「
田
舎
力
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
持
続

可
能
革
命
を
先
導
す
る
地
方

創
生
の
パ
ワ
ー
で
も
あ
る
。

新旧の送水管（面白峡発電所、
大多喜町）

陽
熱
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
本
紙
が
全
国
か
ら
の

情
報
と
し
て
伝
え
て
い
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
自

然
に
根
ざ
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー


